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平
成
17
年
第
３
回

17
年
第
３
回

鬼
北
町
議
会
定
例
会

　

平
成
17
年
第
３
回
鬼
北
町
議
会
定
例

会
が
９
月
22
日
を
初
日
と
し
、
会
期
を

30
日
ま
で
の
９
日
間
と
定
め
開
会
。
一

般
質
問
に
続
き
、請
願
２
件
、議
案
12
件
、

認
定
13
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

　

議　
　
　
　

案

◇ 

鬼
北
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

◇ 

鬼
北
町
自
動
車
駐
車
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◇ 

鬼
北
町
教
職
員
住
宅
使
用
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◇ 

平
成
17
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

 　

３
億
１
，
６
９
０
万
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
71
億
９
，
２
５
０
万

円
と
し
ま
し
た
。

◇ 

平
成
17
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　

 　

１
７
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

３
億
７
，
５
１
４
万
５
千
円
と
し
ま

し
た
。

◇ 

平
成
17
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　

 　

87
万
３
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

10
億
６
，
２
８
２
万
６
千
円
と
し
ま

し
た
。

◇ 

工
事
請
負
契
約
（
幸
田
地
区
農
業
集

落
排
水
管
路
施
設
整
備
工
事
第
12
工

区
補
助
対
象
内
）
の
締
結
に
つ
い
て

　

方　

法　

指
名
競
争
入
札

　

金　

額　

７
，
５
０
７
万
５
千
円

　

相
手
方　

 

北
宇
和
郡
鬼
北
町
大
字
永

野
市
22
番
地
１

　
　
　
　
　

愛
媛
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　

 

代
表
取
締
役　

坂
本　

信
哉

◇ 

工
事
請
負
契
約
（
幸
田
地
区
農
業
集

落
排
水
管
路
施
設
整
備
工
事
第
13
工

区
補
助
対
象
内
）
の
締
結
に
つ
い
て

　

方　

法　

指
名
競
争
入
札

　

金　

額　

５
，
１
７
６
万
５
千
円

　

相
手
方　
 
北
宇
和
郡
鬼
北
町
大
字
下

鍵
山
５
０
９
番
地

　
　
　
　
　

日
吉
綜
合
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

岩
本　

渉

◇ 

工
事
請
負
契
約
（
幸
田
地
区
農
業
集

落
排
水
管
路
施
設
整
備
工
事
第
14
工

区
補
助
対
象
内
）
の
締
結
に
つ
い
て

　

方　

法　

指
名
競
争
入
札

　

金　

額　

５
，
１
４
５
万
円

　

相
手
方　

 

松
山
市
空
港
通
５
丁
目
８

番
１
号

　
　
　
　
　

安
田
株
式
会
社
松
山
支
店

　
　
　
　
　

支
店
長　

松
田　

博
昭

◇ 

工
事
請
負
契
約
（
幸
田
地
区
農
業
集

落
排
水
管
路
施
設
整
備
工
事
第
15
工

区
補
助
対
象
内
）
の
締
結
に
つ
い
て

　

方　

法　

指
名
競
争
入
札

　

金　

額　

５
，
１
９
７
万
５
千
円

　

相
手
方　

 

北
宇
和
郡
鬼
北
町
大
字
下

鍵
山
８
５
０
番
地

　
　
　
　

有
限
会
社　

日
吉
建
材
運
輸

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

宮
崎　

静
夫

◇ 

鬼
北
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
特
例
条

例
に
つ
い
て

　

 　

町
長
の
給
料
を
１
０
０
分
の
10
減

額
す
る
も
の
で
す
。（
10
月
か
ら
３
カ

月
）

◇ 

鬼
北
町
立
北
宇
和
病
院
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

 　

社
会
福
祉
法
人 

旭
川
荘
が
北
宇
和

病
院
の
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

認　
　
　
　

定

◇
各
会
計
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

 　

平
成
16
年
度
の
一
般
会
計
ほ
か
、

11
の
特
別
会
計
な
ら
び
に
水
道
事
業

会
計
の
決
算
が
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

請　
　
　
　

願

◇ 

非
核
平
和
自
治
体
宣
言
を
も
と
め
る

請
願
書
に
つ
い
て

◇ 

「
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
国
際
条

約
締
結
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
に

つ
い
て
の
請
願
に
つ
い
て

一　

般　

質　

問

（
概
要
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
）

山　

本　
　
　

勣　

議
員

〈
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
対
策
指
導
に
つ
い
て
〉

　

保
育
・
学
校
関
係
施
設
の
点
検
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

11
月
公
表
に
向
け
調
査
の
途
中

で
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
前
提
に
答
弁
し

た
い
。

　

保
育
所
に
お
い
て
は
、
建
物
本
体
へ

の
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
は
無
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
た
建
材
等
が
使

用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
現
在
の
と

こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま

で
の
情
報
で
は
、
も
し
そ
れ
ら
が
使
用

さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
通
常
の
使
用

状
態
で
あ
れ
ば
健
康
へ
の
影
響
は
無
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

教
育
委
員
長　

学
校
施
設
は
７
月
末
ま

で
に
１
次
調
査
を
終
了
し
て
い
る
。
そ

の
内
、
小
学
校
２
校
に
お
い
て
、
天
井

裏
に
ア
ス
ベ
ス
ト
製
品
を
使
用
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
分
析
調
査
お

よ
び
大
気
中
の
濃
度
測
定
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
他
の
学
校
施
設
に
つ
い
て
は

特
に
問
題
は
無
い
。

　

他
の
公
共
施
設
の
点
検
状
況
は
ど
う
か
。

町
長　

そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

調
査
中
で
あ
る
。

　

町
内
に
中
ち
ゅ
う

皮ひ

腫し
ゅ

に
よ
る
死
亡
者
は

あ
っ
た
か
。

町
長　

過
去
10
年
間
に
つ
い
て
、
保
健

師
の
把
握
し
て
い
る
死
亡
原
因
を
確
認

し
た
が
、
該
当
者
ら
し
き
事
例
は
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
主
な
物
品
を
公

表
し
、
そ
の
取
扱
い
を
指
導
す
る
計
画

は
あ
る
か
。

町
長　

日
常
生
活
で
使
用
さ
れ
て
い
る

製
品
は
40
品
種
程
度
と
思
わ
れ
る
。
同

一
用
途
の
製
品
で
あ
っ
て
も
、
使
用
さ

れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る

た
め
、
物
品
名
の
公
表
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

町
内
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
労
災
認
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定
者
あ
る
い
は
申
請
者
は
存
在
す
る
か
。

町
長　

町
に
は
そ
う
い
っ
た
資
料
が
無

い
の
で
、
監
督
官
庁
で
あ
る
労
働
基
準

監
督
署
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
町
内
に

該
当
者
の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
業
種
で
作
業
し
た

方
々
の
実
態
把
握
に
つ
い
て
。

町
長　

現
在
そ
の
よ
う
な
調
査
等
の
計

画
は
無
い
。
今
後
、
保
健
所
等
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
た
い
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
業
種
従
事
者
の
退

職
後
の
救
済
方
法
に
つ
い
て
。

町
長　

現
行
に
お
い
て
も
退
職
後
の
労

災
認
定
は
可
能
で
あ
り
、
健
康
診
断
等

で
一
定
の
所
見
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
無

料
で
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の

相
談
窓
口
は
、
労
働
基
準
監
督
署
と
保

健
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
積
極

的
に
活
用
い
た
だ
く
よ
う
回
覧
等
で
周

知
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〈
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
〉

　

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て
。

町
長　

愛
媛
県
土
木
部
か
ら
河
川
、
砂

防
、道
路
等
の「
災
害
危
険
箇
所
総
括
図
」

の
提
供
を
受
け
た
の
で
、
現
在
、
そ
の

総
括
図
に
当
町
の
危
険
区
域
、
避
難
場

所
、
避
難
路
な
ど
の
デ
ー
タ
情
報
を
落

と
し
込
む
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
よ
り

内
容
の
充
実
し
た
「
住
民
向
け
総
合
防

災
マ
ッ
プ
」
と
し
て
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

避
難
勧
告
等
発
令
の
地
区
ご
と
の
具

体
的
数
値
基
準
は
。

町
長　

地
域
に
応
じ
た
基
準
を
定
め
る

た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
町

で
は
雨
量
観
測
地
が
限
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
地
区
ご
と
の
具
体
的
な
数
値
基

準
を
設
定
す
る
の
は
難
し
い
。
現
段
階

で
の
対
応
は
、
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
、
過
去
の
実
例
や
関
係
課
お
よ
び
消

防
団
等
の
巡
回
に
よ
る
地
域
情
報
な
ど

に
よ
り
、
異
常
現
象
情
報
の
報
告
を
受

け
た
場
合
は
、
災
害
対
策
本
部
が
確
認

後
、
気
象
状
況
や
災
害
状
況
等
総
合
的

に
分
析
し
、
避
難
勧
告
等
の
発
令
を
す

べ
き
か
否
か
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
。

町
長　

現
在
、
総
務
課
防
災
担
当
係
と

保
健
福
祉
課
が
連
携
し
、
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の
打
合
会

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
班
」

を
設
置
し
、「
避
難
支
援
対
象
要
援
護
者

の
基
準
」
を
設
定
し
て
い
る
の
で
、
要

援
護
者
の
情
報
収
集
を
行
い
、
災
害
時

に
お
け
る
「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

災
害
発
生
時
の
職
員
の
配
備
体
制
に

つ
い
て
。

町
長　

警
戒
配
備
は
総
務
課
長
お
よ
び

防
災
担
当
者
、
第
一
配
備
は
概
ね
３
分

の
１
の
職
員
、
第
二
配
備
は
概
ね
３
分

の
２
の
職
員
、
第
三
配
備
は
全
職
員
と

し
て
お
り
、
災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
配

備
体
制
を
定
め
て
い
る
。
な
お
、
休
日

や
夜
間
の
場
合
の
連
絡
体
制
は
、
警
報

ま
た
は
異
常
情
報
を
受
理
し
た
宿
日
直

者
が
直
ち
に
総
務
課
長
に
通
報
し
、
総

務
課
長
が
本
部
長
（
町
長
）
の
指
示
に

よ
り
職
員
の
非
常
招
集
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
る
。

　

地
震
発
生
時
の
通
信
手
段
等
に
つ
い
て
。

町
長　

他
県
の
先
例
に
よ
る
と
、
地
震

発
生
時
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
、
通
信

件
数
が
多
く
な
り
繋
が
ら
な
く
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
対
応
策
の
一

つ
と
し
て
、
災
害
時
に
威
力
を
発
揮
す

る
移
動
系
無
線
の
改
善
を
計
画
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
旧
広
見
町
と
旧
日

吉
村
の
周
波
数
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
の
一
体
化
を
図
る
と
と
も
に
、
旧

日
吉
村
の
未
整
備
部
分
を
解
消
す
る
た

め
、
移
動
系
無
線
の
車
載
型
お
よ
び
携

帯
型
の
増
設
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お

り
、
今
回
、
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

ま
た
、
道
路
が
崩
壊
し
孤
立
地
域
が
発

生
し
た
場
合
等
は
、防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
応
援
要
請
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
結
成
後
の
助
成
等
に

つ
い
て
。

町
長　

県
が
「
自
主
防
災
組
織
支
援
事

業
」
と
し
て
、
１
町
当
り
60
万
円
の
補

助
事
業
を
設
置
し
て
い
る
の
で
、
今
回
、

補
正
予
算
を
計
上
し
取
組
み
を
開
始
す

る
。
具
体
的
に
取
り
組
む
事
業
と
し
て

は
、「
組
織
結
成
の
た
め
の
啓
発
資
料
の

作
成
」、「
結
成
さ
れ
た
組
織
を
対
象
に

防
災
資
機
材
の
貸
与
」
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
。

〈
行
政
機
構
改
革
に
つ
い
て
〉　

　

定
員
適
正
化
計
画
に
つ
い
て
。

町
長　

国
の
指
導
に
よ
り
、
平
成
17
年

度
を
初
年
度
と
し
て
平
成
27
年
ま
で
の

10
年
間
に
お
け
る
「
定
員
適
正
化
計
画
」

を
策
定
し
、
本
年
度
中
に
公
表
す
る
よ

う
指
示
が
来
て
い
る
の
で
、
現
在
、
素

案
を
基
に
各
課
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
て
お
り
、
12
月
に
は
、
策
定
完
了

の
予
定
で
あ
る
。

　

奨
励
制
度
（
退
職
前
の
号
俸
の
上
積

み
）
に
つ
い
て
。

町
長　

鬼
北
町
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、

昇
給
等
に
関
す
る
規
則
で
、
退
職
時
特

昇
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
平
成

15
年
度
以
降
は
実
施
し
て
い
な
い
。
低

迷
し
て
い
る
日
本
経
済
の
動
向
や
民
間

企
業
の
状
況
お
よ
び
雇
用
の
実
態
等
を

考
え
る
と
、
廃
止
す
べ
き
事
項
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

地
方
公
務
員
給
与
は
民
間
よ
り
平
均

14
％
高
い
。
そ
の
格
差
に
つ
い
て
ど
う
受

け
と
め
て
い
る
か
。

町
長　

公
務
員
が
民
間
よ
り
も
高
い
と

い
う
意
見
に
対
し
、
真
摯
に
受
け
止
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
鬼
北
町

に
お
い
て
は
、
比
較
す
る
企
業
規
模

１
０
０
人
以
上
か
つ
事
業
所
規
模
が
50

人
以
上
の
民
間
企
業
等
が
存
在
し
て
い

な
い
た
め
、
数
値
と
し
て
提
示
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
が
、
総
じ
て
、
地
域
民

間
企
業
よ
り
高
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
な
お
、
国
を
１
０
０
と
し

た
場
合
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
で
見
る

と
、
平
成
16
年
度
で
は
、
愛
媛
県
が

１
０
０
・
１
、
旧
広
見
町
が
92
・
５
、
旧

日
吉
村
が
89
・
６
と
い
う
結
果
に
な
っ

て
い
る
。

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
「
国
公
準
拠
」

方
式
と
な
っ
て
い
る
給
与
体
系
に
つ
い

て
、
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

町
長　

旧
広
見
町
お
よ
び
旧
日
吉
村
に

お
い
て
も
、
今
日
ま
で
人
事
院
勧
告
に

準
拠
し
た
給
与
体
系
を
採
用
し
て
い
た

の
で
、
職
員
給
与
に
関
連
す
る
検
討
会

等
は
設
置
し
て
い
な
い
。

　

当
町
の
職
員
給
与
の
基
本
的
あ
り
方

に
つ
い
て
。

町
長　

職
員
給
与
は
、
仕
事
に
対
す
る

対
価
で
あ
る
の
で
、
生
活
給
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

職
員
の
業
務
研
修
計
画
と
内
容
、
そ

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
。

町
長　

平
成
16
年
度
は
、
愛
媛
県
が
主

催
す
る
研
修
に
３
人
、
県
町
村
会
が
主
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ず
れ
も
６
学
級
）
近
永
小
21
〜
30
人
の

９
学
級
と
40
人
の
１
学
級
、
日
吉
中
は

12
〜
14
人
の
３
学
級
、
広
見
中
は
38
〜

39
人
の
７
学
級
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
公
民
館
の
蔵
書
数
と
利
用
貸
出
件
数
は
。

教
育
長　

中
央
公
民
館
は
１
万
１
，

２
０
８
冊
で
８
１
５
件
、
近
永
公
民
館

２
７
６
冊
で
９
件
、
好
藤
公
民
館
は
１
，

０
８
７
冊
で
１
６
８
件
、
愛
治
公
民
館

は
１
，
０
７
２
冊
で
98
件
、
三
島
公
民

館
は
１
，
４
２
２
冊
で
17
件
、
泉
公
民

館
１
，
０
８
５
冊
で
１
０
３
件
、
日
吉

公
民
館
は
６
，４
１
９
冊
で
69
件
と
な
っ

て
い
る

　

総
合
文
化
図
書
館
等
の
整
備
計
画
は
。

教
育
長　

建
設
計
画
の
中
で
、
平
成
22

年
度
か
ら
森
林
文
化
交
流
館
と
あ
わ
せ

て
整
備
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
促
進
法
に
基
づ

く
学
校
図
書
の
整
備
状
況
は
。

教
育
長　

小
学
校
６
校
が
平
成
14
〜
17

年
度
ま
で
に
措
置
さ
れ
た
交
付
税
額
は

４
２
０
万
４
千
円
で
、
図
書
購
入
費
は

４
６
３
万
と
な
っ
て
い
る
。
中
学
校
で

は
交
付
税
２
３
４
万
２
千
円
に
対
し
図

書
購
入
費
は
２
４
４
万
８
千
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
普
及
に
よ
る
言
語
、
読
解

力
等
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、

小
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
指

導
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

情
報
化
、
国
際
化
、
科
学
技

術
等
の
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
社
会
、

理
科
、
総
合
学
習
の
教
材
と
し
て
活
用

し
て
い
る
が
、
指
摘
の
よ
う
な
読
解
力

の
低
下
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
ほ
ど
活
用

し
て
い
な
い
。

催
す
る
研
修
に
５
人
、
新
採
用
職
員
２

人
に
対
し
新
採
用
職
員
研
修
も
実
施
し

て
い
る
。こ
の
他
、市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
、

各
職
員
が
担
当
し
て
い
る
業
務
研
修
な

ど
に
も
参
加
さ
せ
て
い
る
。
専
門
業
務

に
つ
い
て
も
、
各
種
協
議
会
等
が
行
っ

て
い
る
実
務
研
修
に
、
予
算
の
範
囲
内

で
参
加
さ
せ
て
い
る
。
17
年
度
も
引
き

続
き
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

〈
保
育
、
教
育
行
政
推
進
に
つ
い
て
〉

　　

今
後
５
年
間
程
度
の
入
所
対
象
者
数

の
見
通
し
に
つ
い
て
。

町
長　

入
所
者
数
は
、
ほ
ぼ
現
状
で
推

移
す
る
も
の
と
考
え
、
保
育
所
ご
と
に

は
平
成
17
年
度
当
初
程
度
、
全
体
で
は

３
５
０
人
程
度
の
入
所
を
想
定
し
て
い

る
。

　

保
育
所
と
幼
稚
園
と
の
一
元
化
に
つ
い
て
。

町
長　

国
は
将
来
的
に
は
一
元
化
す
る

方
向
で
、
制
度
の
枠
組
み
を
変
え
て
き

て
い
る
が
、
両
制
度
と
も
長
い
歴
史
と

様
々
な
経
緯
が
あ
り
、
短
期
間
で
両
者

の
壁
を
取
り
除
く
こ
と
は
困
難
な
の
が

実
情
。
本
町
は
、
合
併
前
の
旧
町
村
時

代
か
ら
保
育
所
行
政
の
歴
史
は
古
く
、

重
点
を
置
い
て
き
た
分
野
で
あ
り
、
幼

稚
園
の
果
た
し
て
い
る
教
育
的
機
能
を

含
め
相
当
高
度
な
保
育
を
行
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
方
針

を
踏
ま
え
一
層
充
実
し
た
保
育
を
進
め

る
考
え
で
あ
る
。

　

町
内
学
校
の
学
級
編
成
の
基
準
と
実
情
は
。

教
育
長　

現
在
の
学
級
編
成
基
準
は
、

小
中
学
校
と
も
に
40
人
学
級
で
あ
る
が
、

小
学
校
１
年
生
の
み
35
人
学
級
と
な
っ

て
い
る
。
好
藤
小
、
11
〜
18
人
、
愛
治

小
５
〜
14
人
、
三
島
小
５
〜
15
人
、
泉

小
９
〜
15
人
、
日
吉
小
11
〜
17
人
（
い

山　

崎　
　
　

保　

議
員

〈
非
常
時
体
制
と
危
機
管
理
の

充
実
に
つ
い
て
〉

　

移
動
系
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て
。

町
長　

こ
れ
ま
で
町
村
ご
と
に
異
な
っ

た
周
波
数
で
運
用
し
て
い
た
の
で
、
今

回
、
旧
広
見
町
の
周
波
数
に
合
わ
せ
、

町
内
統
一
し
た
「
移
動
系
防
災
行
政
無

線
施
設
」
を
構
築
す
る
計
画
で
あ
る
。

先
日
の
台
風
14
号
で
は
、
日
吉
地
区
の

災
害
情
報
は
、
人
的
伝
達
に
頼
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
災
害

対
策
本
部
に
対
し
迅
速
か
つ
的
確
な
情

報
が
発
信
で
き
ず
、
支
所
か
ら
の
電
話

に
よ
る
情
報
入
手
に
限
定
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
「
移
動
系
防
災
行

政
無
線
シ
ス
テ
ム
」
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
町
内
全
域
の
災
害
現
場
と
本
庁
基

地
局
と
が
通
信
可
能
と
な
り
、
災
害
へ

の
迅
速
な
対
応
が
図
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
、
行
政
と

し
て
の
取
り
組
み
状
況
は
。

町
長　

組
織
づ
く
り
に
向
け
た
対
策
と

し
て
、
防
災
組
織
に
よ
る
共
助
の
重
要

性
を
各
種
会
議
等
で
説
明
し
、
早
期
の

立
ち
上
げ
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

今
年
６
月
と
８
月
に
開
催
し
た
「
区
長
・

組
長
会
」お
よ
び「
各
地
区
町
政
座
談
会
」

に
お
い
て
、「
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
」

や
「
自
主
防
災
組
織
を
発
足
す
る
手
順
」

等
に
つ
い
て
説
明
し
、
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
鬼
北
町
の
自
主
防

災
組
織
は
２
地
区
で
２
・
１
％
と
低
い
状

況
で
あ
る
が
、
９
月
以
降
、
区
・
組
で

そ
れ
ぞ
れ
発
足
に
向
け
て
の
取
組
み
が

な
さ
れ
、
１
地
区
で
結
成
を
見
た
ほ
か
、

複
数
の
地
区
か
ら
結
成
に
向
け
た
協
議

要
請
を
受
け
、
現
在
、
担
当
課
に
お
い

て
具
体
的
な
説
明
に
出
向
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

松　

田　

八
重
子　

議
員

〈
住
民
参
加
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
〉

　

地
域
住
民
の
自
治
意
識
高
揚
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

町
長　

区
・
組
な
ど
の
自
治
組
織
に
加

入
し
て
い
な
い
世
帯
が
、
９
月
１
日
現

在
全
町
で
19
・
２
％
、
９
４
７
世
帯
と

な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
は
「
地
域
課

題
の
解
決
」
や
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
確
立
」
を
目
的
と
す
る
自
治
組
織
へ

の
加
入
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
町
営
住
宅
入
居
者

に
対
し
、
入
居
申
請
時
に
該
当
地
区
の

自
治
組
織
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
未

加
入
世
帯
へ
は
文
書
を
送
付
し
加
入
を

促
進
し
て
い
る
。
未
加
入
者
の
問
題
が

表
面
化
す
る
中
、
今
年
４
月
に
は
、
１

つ
の
自
治
組
織
が
誕
生
し
た
。
今
後
、

自
治
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
広
報

等
を
活
用
し
て
地
域
住
民
の
連
帯
感
と

協
調
性
を
喚
起
し
、
自
治
組
織
の
重
要

性
や
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
行
政
と
自
治
組
織
と
の
役
割
分
担

を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
も
大
き
な
課

題
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

審
議
会
、
運
営
委
員
等
を
公
募
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　

委
員
等
の
公
募
制
の
導
入
に
は
、

先
進
事
例
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
導

入
に
向
け
た
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

町
職
員
と
町
民
と
の
信
頼
関
係
を
深
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め
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
っ

て
い
る
か
。

町
長　

指
摘
の
部
分
に
絞
っ
た
研
修
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
定
例
職
員
会
や

庁
議
の
場
な
ど
で
、
挨
拶
の
徹
底
、
丁

寧
な
対
応
、迅
速
な
事
務
処
理
、
公
務
員

の
モ
ラ
ル
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、

住
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
の
訓

辞
を
口
が
す
っ
ぱ
く
な
る
ほ
ど
繰
り
返

し
て
実
行
し
て
お
り
ま
す
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
職
員
個
々
の
言
動
等
に
つ

い
て
、
直
接
注
意
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

〈
喫
煙
に
つ
い
て
〉

　

鬼
北
町
の
禁
煙
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

町
長　

全
面
禁
煙
と
し
た
学
校
施
設
を

除
き
、
他
の
公
的
施
設
で
は
、
分
煙
器

設
置
等
に
よ
る
分
煙
方
式
を
と
っ
て
い

る
。こ
れ
を
抜
本
的
に
見
直
す
た
め
、「
鬼

北
町
衛
生
委
員
会
」
を
開
催
し
、
町
内

の
公
共
施
設
で
の
喫
煙
状
況
、
職
員
の

喫
煙
マ
ナ
ー
、
公
共
施
設
で
の
喫
煙
な

ど
に
つ
い
て
協
議
検
討
を
行
っ
た
。
協

議
の
中
で
、
導
入
し
て
い
る
分
煙
器
は
、

受
動
喫
煙
を
防
ぐ
措
置
と
し
て
、
効
果

が
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
の
で
、

喫
煙
者
の
理
解
を
得
て
、
早
期
に
撤
去

予
定
で
あ
る
。
公
共
施
設
で
あ
る
本
庁

舎
・
役
場
支
所
・
公
民
館
等
の
建
物
の

中
の
喫
煙
は
、
原
則
禁
止
に
す
る
方
向

で
調
整
中
で
あ
る
。
来
庁
さ
れ
る
住
民

に
も
主
旨
を
説
明
し
、
協
力
を
依
頼
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

清　

家　
　
　

茂　

議
員

〈
青
少
年
問
題
の
現
況
と

対
策
に
つ
い
て
〉

　

青
少
年
の
薬
物
使
用
に
つ
い
て
。

教
育
委
員
長　

町
内
の
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
に
は
問
題
と
な
る
事
例
は
無

い
。
指
導
に
つ
い
て
は
、
薬
物
乱
用
防

止
教
育
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
用
い
、
道

徳
・
環
境
教
育
の
中
で
薬
物
の
怖
さ
等

を
指
導
し
て
い
る
。
年
１
回
は
、
専
門

の
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
を
行
っ
て
い

る
。

　

子
供
自
ら
考
え
る
心
の
教
育
に
つ
い
て
。

教
育
委
員
長　

鬼
北
町
教
育
基
本
方
針

の
「
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
」
に
基

づ
き
、
学
習
指
導
な
ら
び
に
生
活
指
導

を
行
い
、
道
徳
感
や
正
義
感
を
習
得
す

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
普
及
に
よ
る
児
童
・

生
徒
へ
の
影
響
は
。

教
育
委
員
長　

現
代
社
会
で
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
必
需
品
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
指
導

し
て
い
る
。
家
庭
で
の
活
用
に
つ
い

て
指
導
は
し
て
い
る
が
、
保
護
者
の
理

解
が
無
け
れ
ば
対
応
は
困
難
。「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
無
機
的
人
間
」

つ
ま
り
生
活
機
能
を
持
た
な
い
人
間
に

な
る
の
は
家
庭
に
も
責
任
が
あ
る
と
思
う
。

横　

山　

二　

郎　

議
員

〈
町
お
こ
し
に
つ
い
て
〉

　

鬼
北
町
長
期
総
合
計
画
策
定
に
か
か

る
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

町
長　

今
回
の
合
併
は
、
互
譲
と
信
頼

の
精
神
が
相
ま
っ
て
成
就
し
た
。
新
し

い
町
づ
く
り
も
互
譲
と
信
頼
の
気
持
ち

を
大
切
に
、「
融
和
」
を
第
一
と
し
、〝
合

併
し
て
良
か
っ
た
〞
と
思
え
る
町
づ
く

り
を
、
町
民
と
一
体
と
な
っ
て
取
組
ん

で
い
き
た
い
。「
長
期
総
合
計
画
」
の
策

定
に
あ
た
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え

方
を
基
本
と
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

「
長
期
総
合
計
画
」
は
、
今
後
10
年
間
の

鬼
北
町
の
進
む
べ
き
道
を
示
す
羅
針
盤

な
の
で
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
意
見

を
十
分
拝
聴
し
、
12
人
の
委
員
で
構
成

さ
れ
る
「
鬼
北
町
総
合
開
発
計
画
審
議

会
」
に
お
い
て
、
審
査
・
審
議
を
尽
く

し
策
定
す
る
。

〈
台
風
14
号
の
被
害
に
つ
い
て
〉

　

台
風
14
号
の
被
害
お
よ
び
対
応
状
況
は
。

町
長　

北
川
地
区
町
道
牛
の
川
線
は
、

山
腹
崩
壊
に
よ
り
車
両
の
通
行
が
出
来

な
く
な
っ
て
い
た
が
、
翌
朝
に
は
復
旧

し
て
い
る
。
ひ
ょ
う
た
ん
池
上
国
道

３
２
０
号
線
の
道
路
冠
水
は
、
今
回
の

よ
う
な
豪
雨
の
場
合
、
山
か
ら
の
流
出

す
る
水
量
が
道
路
施
設
の
水
路
の
排
水

能
力
を
超
え
る
こ
と
か
ら
冠
水
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
管
理
者
で
あ
る
愛
媛

県
に
水
路
の
改
良
を
要
望
し
て
い
る
。

広
見
地
区
の
南
中
組
川
は
土
石
流
危
険

渓
流
で
あ
る
が
、
下
流
の
人
家
戸
数
等

の
条
件
に
よ
り
、
鬼
北
町
管
内
で
24
箇

所
指
定
さ
れ
て
い
る
「
土
砂
災
害
対
策

重
点
整
備
箇
所
」
で
は
な
い
た
め
、
上

流
へ
の
砂
防
施
設
整
備
計
画
は
無
い
。

農
地
、
農
業
施
設
の
災
害
は
、
現
在
災

害
現
場
を
踏
査
し
国
庫
補
助
に
よ
る
災

害
復
旧
事
業
の
申
請
手
続
き
を
進
め
て

い
る
。

〈
防
災
無
線
に
つ
い
て
〉

　

防
災
無
線
の
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
善

に
つ
い
て
。

町
長　

新
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
新
シ
ス
テ
ム

構
築
計
画
は
、
６
月
の
第
２
回
定
例
会

で
可
決
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
年
度
事

業
と
し
て
「
鬼
北
町
防
災
行
政
無
線
施

設
基
本
設
計
」
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
緊
急
時
に
町
内
に
一
斉
放
送

で
き
る
「
防
災
行
政
無
線
」
は
、
非
常

時
お
よ
び
防
災
時
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
重
要
な
施
設
で
あ
る
の
で
、
中
山
間

地
の
鬼
北
町
に
適
し
た
新
シ
ス
テ
ム
と

し
て
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後

の
計
画
と
し
て
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

21
年
度
に
か
け
て
実
施
設
計
に
着
手
し
、

平
成
22
年
度
以
降
に
、
工
事
施
行
に
こ

ぎ
着
け
た
い
。

〈
町
政
座
談
会
に
つ
い
て
〉

　

町
政
座
談
会
の
活
性
化
策
、
教
訓
に

つ
い
て
。

町
長　

今
回
、
８
月
３
日
か
ら
８
月
18

日
の
間
に
６
地
区
で
鬼
北
町
と
し
て
初

め
て
の「
町
政
座
談
会
」を
開
催
し
た
が
、

合
併
前
の
新
町
建
設
計
画
を
主
題
と
し

た
座
談
会
と
は
異
な
り
、
出
席
者
が
主

に
区
長
・
組
長
に
限
定
さ
れ
、
か
つ
意

見
等
も
余
り
出
な
い
地
区
も
あ
っ
た
が
、

要
望
・
意
見
等
の
中
で
即
応
で
き
る
案

件
に
つ
い
て
は
、
各
課
で
早
急
に
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。
座
談
会
の
開
催
方

法
に
つ
い
て
、
参
集
範
囲
は
今
回
と
同

様
各
公
民
館
単
位
が
最
善
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
以
上
広
い
範
囲

や
細
か
い
範
囲
に
し
て
も
、
そ
れ
程
参

加
人
数
に
変
動
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
今
後
は
開
催
時
期
や
テ
ー
マ
の

持
ち
方
等
に
つ
い
て
、
再
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。「
町
政
座
談
会
」

は
、「
公
聴
の
場
」・「
町
民
と
の
意
見
交

換
の
場
」
と
し
て
実
施
し
て
い
る
の
で
、

今
後
と
も
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き

た
い
。
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第１節

　

５
月
10
日
の
開
幕
式
か
ら

約
４
カ
月
に
わ
た
っ
て
争
わ

れ
た
鬼
北
町
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
閉
会
式
が

９
月
27
日
、
鬼
北
総
合
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
１
節
、
第
２
節
の
優
勝

チ
ー
ム
の
中
か
ら
今
年
度
の

総
合
優
勝
チ
ー
ム
が
決
定
さ

れ
ま
す
。
今
年
は
山
本
建
設

が
総
合
優
勝
、
出
目
ク
ラ
ブ

が
総
合
準
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
各
チ
ー
ム
の
成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

順
位 チーム名 勝　敗 勝　率

没収
試合

コール
ド勝

コール
ド負

1 出 目 ク ラ ブ ６勝１敗 .857 0 6 0
2 山 本 建 設 ６勝１敗 .857 0 2 1
3 西部ソフトクラブ ５勝２敗   .714 0 4 1
4 Ｆ １ ４勝３敗 .571 0 3 1
5 生 田 ク ラ ブ ３勝４敗 .429 0 2 1
6 本 町 苦 楽 部 ２勝５敗 .286 0 2 5
7 広 見 友 愛 ２勝５敗 .286 0 0 4
8 風 林 火 山 ０勝７敗 .000 0 0 6

順
位 チーム名 勝　敗 勝　率

没収
試合

コール
ド勝

コール
ド負

1 サ ム ラ イ ７勝 1.000 0 4 0
2 西部ナイトクラブ ５勝２敗 .714 0 4 2
3 山 猿 ５勝２敗 .714 1 4 0
4 フレンズかまつか ４勝３敗 .571 0 3 3
5 よ し ふ じ ２勝４敗１分 .333 0 1 1
6 ふ く ク ラ ブ ２勝５敗 .286 0 2 3
7 Ｆ １  ・ Ｚ ２勝５敗 .286 0 1 4
8 ビ ッ ク ス ０勝７敗１分＊ .000 3 0 2
　＊ペナルティにより負試合１増

Ａブロック

Ｂブロック Ｃブロック

順
位 チーム名 勝　敗 勝　率

没収
試合

コール
ド勝

コール
ド負

1 アンドリュウ ７勝２敗＊ .778 0 6 0
2 獅 子 連 合 ７勝２敗＊ .778 1 6 0
3 ファイターズ ６勝２敗 .750 0 5 2
4 鬼 北 実 年 ５勝３敗 .625 0 3 2
5 モンゴリアンチョップ ３勝４敗１分 .429 0 1 3
6 三 島 ど ん こ ３勝６敗＊ .333 2 3 3
7 ド ン パ ッ チ ２勝６敗１分 .250 2 0 3
8 龍 王 ク ラ ブ １勝７敗 .125 0 1 4
9 三島ウイング １勝７敗 .125 0 1 5
　＊ペナルティにより負試合１増

Ａブロック

順
位 チーム名 勝　敗 勝　率

没収
試合

コール
ド勝

コール
ド負

1 山 本 建 設 ７勝０敗 1.000 0 7 0
2 出 目 ク ラ ブ ６勝１敗 .857 0 3 1
3 西部ソフトクラブ ５勝２敗   .714 0 3 1
4 生 田 ク ラ ブ ３勝４敗 .429 0 1 1
5 Ｆ １ ３勝５敗＊ .375 0 2 3
6 サ ム ラ イ ２勝５敗 .286 0 0 3
7 西部ナイトクラブ １勝６敗 .143 1 0 3
8 本 町 苦 楽 部 １勝７敗＊ .125 0 0 3
　＊ペナルティにより負試合１増

総合優勝

山本建設

総合準優勝

出目クラブ

Ｂブロック
Ｃブロック

順
位 チーム名 勝　敗 勝　率

没収
試合

コール
ド勝

コール
ド負

1 アンドリュウ ６勝1敗 .857 0 5 0
2 山 猿 ６勝１敗 .857 0 0 1
3 獅 子 連 合 ５勝２敗１分＊ .714 0 2 0
4 広 見 友 愛 ３勝４敗 .428 0 2 0
5 よ し ふ じ ３勝４敗 .428 0 2 1
6 フレンズかまつか １勝５敗１分 .167 0 1 2
7 風 林 火 山 １勝５敗１分 .167 0 0 4
8 ふ く ク ラ ブ １勝５敗１分 .167 1 0 3
　＊ペナルティにより負試合１増

順
位 チーム名 勝　敗 勝　率

没収
試合

コール
ド勝

コール
ド負

1 Ｆ １  ・ Ｚ ７勝１敗 .857 0 4 0
2 モンゴリアンチョップ ７勝１敗 .857 0 4 1
3 ビ ッ ク ス ６勝３敗＊ .667 1 6 1
4 ファイターズ ４勝５敗＊ .444 2 2 1
5 三島ウイングス ３勝５敗 .375 0 2 4
6 ド ン パ ッ チ ３勝５敗 .375 1 3 1
7 鬼 北 実 年 ２勝６敗 .250 0 1 6
8 龍 王 ク ラ ブ １勝７敗 .125 0 1 6
9 三 島 ど ん こ １勝７敗 .125 3 1 2
　＊ ペナルティにより負試合１増

第２節

　　　　　Ａブロック　　優勝　出目クラブ
　　　　　Ｂブロック　　優勝　サムライ
　　　　　Ｃブロック　　優勝　アンドリュウ

　　　　　Ａブロック　　優勝　山本建設
　　　　　Ｂブロック　　優勝　アンドリュウ
　　　　　Ｃブロック　　優勝　Ｆ１ ･ Z

　　　　　●総合優勝　　　　山本建設
　　　　　●総合準優勝　　　出目クラブ
　　　　　●グッドマナー賞　本町苦楽部

第１回

鬼北町ナイター

ソフトボール大
会

結果発表!

第１節

第２節
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　10月２日、鬼北総合公園において、平成17年度鬼北町球技スポーツ少年大会が開催されました。選手の皆さ
んは、日頃の練習の成果を発揮し、優勝目指して一生懸命頑張っていました。結果は以下のとおりです。

ソフトボールの部

　１位　近永

　２位　好藤

　３位　泉

　４位　愛治

ミニバスケットボールの部

　１位　近永

　２位　好藤

　３位　泉

　10月５日、鬼北総合公園および広見中学校を会場に、平成17年度北宇和郡中学校新人総合体育大会が開催さ
れました。町内中学校の成績は以下のとおりです。

　　　　身近な情報をお知らせください。　　　総務課　☎４５－１１１１（内線２３５）

平成17年度鬼北町球技スポーツ大会

平成17年度北宇和郡中学校新人総合体育大会

　財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業の助成を

受け、下鍵山の鬼北町農林業者トレーニングセンターにトラン

ポリン器具を整備しました。

　この事業は、宝くじ普及広報事業として、自治総合センター

が受け入れた宝くじ収益を財源として、コミュニティ活動に助

成し、コミュニティの健全な発展を図っているものです。

　今回購入し整備されたトランポリン器具は、今後さまざまな

住民のコミュニティ活動と体力づくりに幅広く利用されます。

鬼北町農林業者トレーニングセンター（大字下鍵山）にトランポリン器具整備

団体成績
１位　バスケットボール女子（広見中）

１位　ソフトテニス男子（日吉中）

１位　剣道男子（日吉中）

１位　剣道女子（日吉中）

２位　ソフトテニス男子（広見中）

２位　剣道男子（広見中）

個人成績
卓球男子ダブルス
　１位　松井　拓也・井関　健志（広見中）
ソフトテニス男子
　１位　寺島　義樹・河本　　崚（日吉中）
　２位　音地　絢太・高田　大輝（広見中）
　３位　岩本　泰彰・川添　史裕（日吉中）
剣道男子
　２位　宮本　寛仁（日吉中）
剣道女子
　２位　上田　希美（日吉中）
　３位　長田　　梓（日吉中）
　３位　奥本かえで（日吉中）

平成17年度コミュニティ助成事業
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せーの！ 転ばないで！

　交通事故ゼロを目指して、秋の全国交通安全運動パ

レードが行われました。出発式会場の中央公民館前では、

広見中学校ブラスバンド部の演奏が行われ式に華を添え

ていました。パレードは、宇和島ハーレー会の皆さんら

が運転するハーレーなどの大型バイクが主役となり、交

通安全を訴えながら町内各地区を巡回しました。

秋の全国交通安全運動車両パレード

出発するハーレー会の皆さん

　10月２日、日吉小中学校グラウンドにおいて、スポレク日吉2005が開催されました。当日は、日吉地区住民

約500人が参加し11種目の競技に汗を流しました。分館対抗では、父野川分館が最終種目のリレーを制し優勝、

勝利の美酒を味わうこととなりました。

ス ポ レ ク 日 吉 ２ ０ ０ ５　

イッチニ！　イッチニ！ 引っ張れー！
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　第１回鬼北町小学校陸上競技大会が10月12日、鬼北総合公園グラウンドで開催されました。選手の皆さんは、
スタンドから送られる保護者や仲間たちの声援を受けながら真剣に競技に取り組んでいました。

平成17年度鬼北町小学校陸上競技大会

鬼北町小学校陸上競技大会結果

学年 種目 性
別

１　　　　位 ２　　　　位 ３　　　　位 大　会　記　録
氏　名 校名 記録 氏　名 校名 記録 氏　名 校名 記録 氏　名 校名 記録 年度

４　
　
　
　

年

60ｍ走

男 渡邊　大樹 近永 9”5 内田　祐亮 近永 9”6 森野　　翼 近永 9”9 新谷　侑希 近永 8”9 8

女 岡本　真衣 愛治 10”4 芝　　夏紀 泉 10”4 渡邊　春花 好藤 10”5
松浦　順子 三島

9”4
4

盛澤志帆実 近永 10
兵頭　可純 近永 10

400ｍリレー

男

渡邊　大樹

近永 65”0

河添　顕斗

好藤 70”0

武内　　司

泉 72”4 近永小学校チーム 63”1 4内田　祐亮 河添　雄大 行定　士勇
松浦　嵩輝 上甲　洋敬 芝　　翔太
森野　　翼 河野　一希 山本健太郎

女

武田　成美

近永 69”5

岡本　真衣

愛治 72”2

芝　　夏紀

泉 72”5 近永小学校チーム 64”3 10野地あかね 古谷　悦子 湯上　桜子
都能ほのか 兵頭　沙里 行定　リナ
石村　美桜 小西　柊子 松浦　　遥

５　
　
　
　
　
　

年

60ｍ走 男 藤田　　亮 愛治 8”9 二宮　　稜 泉 9”2 片岡　美穂 好藤 9”8 高田　　司 泉 8”6 5
新谷　侑希 近永 9

女 阿部　沙季 愛治 9”4 坂本　加純 近永 9”6 清家　千明 近永 10”1 程内　由里 三島 8”9 60

100ｍ走
男 藤田　　亮 愛治 14”3 大柴　　翼 好藤 15”0 八十島　翼 泉 16”3 高田　　司 泉 13”9 5

女 布　　悠花 泉 16”2 金谷　　渚 近永 16”6 清家　千明 近永 16”6 程内　由里 三島 14”7 60
橋本　　文 愛治 61

60ｍハードル 男 藤井　勝一 近永 10”7 橋本　康平 愛治 11”0 野村　憲司 近永 11”7
清岡　博士 近永

10”1
51

末広　俊和 愛治 59
佐々木勇太 泉 7

女 行定　咲耶 近永 11”3 布　　悠花 泉 11”3 高木　香名 近永 11”8 岡山　　愛 近永 10”2 14

400ｍリレー

男

大柴　　翼

好藤 64”4

藤田　　亮

愛治 64”6

藤井　勝一

近永 65”3 近永小学校チーム 60”2 51片岡　美穂 橋本　康平 上田　理裕
清家　直人 古谷　直樹 宇都宮隆一
清家　　廉 奥野　智行 佐子　一平

女

坂本　加純

近永 65”3

阿部　沙季

愛治 67”7

布　　悠花

泉 69”6 近永小学校チーム 62”4 11行定　咲耶 砂田　彩花 岩本　小春
高木　香名 岩間　果歩 二宮　　楓
金谷　　渚 宇都宮　優 清家　香絵

ソフトボール投げ
男 宮崎　光流 近永 49ｍ31 行定　健太 泉 47ｍ28 八十島　翼 泉 43ｍ52 末廣　真堂 愛治 63ｍ34 8
女 二宮　　楓 泉 30ｍ92 駄場　小織 三島 30ｍ86 砂田　彩花 愛治 30ｍ67 山本　由美 三島 41ｍ85 58

走り幅跳び
男 大柴　　翼 好藤 3ｍ65 二宮　　稜 泉 3ｍ53 節安　拓海 日吉 3ｍ39 高田　貴生 愛治 4ｍ41 56
女 阿部　沙季 愛治 3ｍ49 坂本　加純 近永 3ｍ14 渡辺　樹里 三島 3ｍ00 滝本　紀美 近永 3ｍ89 56

走り高跳び
男 行定　健太 泉 1ｍ24 坂本　泰佑 好藤 1ｍ05 市山　　翼 日吉 1ｍ00 森　　佳洋 近永 1ｍ33 62
女 渡辺　　桜 近永 1ｍ11 行定　咲耶 近永 1ｍ11 中村　沙羅 三島 1ｍ11 吉田明日香 日吉 1ｍ25 9

６　
　
　
　
　
　

年

60ｍ走 男 石本　　駿 日吉 8”8 岡本慎太郎 愛治 8”9 田邊　　光 近永 9”2 工藤　悠樹 近永 8”4 9
女 細川　香澄 好藤 9”0 中田　未希 近永 9”8 久光　一葉 近永 9”9 武田　　茜 近永 8”8 2

100ｍ走 男 石本　　駿 日吉 14”2 平野　貴史 好藤 14”3 濱口　　翼 愛治 14”9 松浦　　誠 近永 13”1 61
女 二宮瀬莉奈 近永 15”2 野中亜希子 好藤 15”5 清家　知佳 好藤 15”8 善家　千鶴 好藤 14”1 43

200ｍ走 男 有馬　智志 愛治 31”4 松浦　卓哉 近永 32”4 菊地　広大 近永 32”6 薬師寺正義 愛治 28”7 51

60ｍハードル 男 岡本慎太郎 愛治 9”8 田邊　　光 近永 9”9 松田　啓介 泉 10”0 小野　政則 近永 9”1 61
女 松浦　和希 近永 10”6 松浦　　瑞 好藤 10”8 中田　未希 近永 11”0 那須　幸恵 好藤 9”7 9

400ｍリレー

男

石本　　俊

日吉 59”7

田邊　　光

近永 60”1

平野　貴史

好藤 62”2 近永小学校チーム 55”9 61市山　祥平 菊地　広大 河添　雅彦
中川　尚之 中田　　翔 坂本　一平
川添　友裕 兵頭　治希 岡本　聖樹

女

細川　香澄

好藤 61”4

松浦　和希

近永 62”0

常行　鈴菜

日吉 67”0 三島小学校チーム 59”4 61野中亜希子 二宮瀬莉奈 岡田　　妙
清家　知佳 中田　未希 二宮明香里
松浦　　瑞 久光　一葉 谷口　茉佑

ソフトボール投げ
男 節安　祐哉 泉 60ｍ22 中田　　翔 近永 55ｍ69 湯上　良太 泉 51ｍ13 末廣　真堂 愛治 74”36 9
女 兵頭由里菜 近永 39ｍ56 清家　知佳 好藤 36ｍ91 宇都宮千穂 近永 36ｍ30 松浦　志津 近永 51”20 51

走り幅跳び
男 平野　貴史 好藤 4ｍ36 大瀧　雅也 近永 3ｍ88 有馬　智志 愛治 3ｍ79 薬師寺正義 愛治 4ｍ96 51
女 細川　香澄 好藤 4ｍ14 松浦　和希 近永 3ｍ75 久光　一葉 近永 3ｍ54 那須　幸恵 好藤 4ｍ31 9

走り高跳び
男 中田　　翔 近永 1ｍ34 松田　啓介 泉 1ｍ28 大瀧　雅也 近永 1ｍ28 濱田　竜馬 愛治 1ｍ46 14

女 二宮瀬莉菜 近永 1ｍ27 程内　千恵 三島 1ｍ24 松浦　　瑞 好藤 1ｍ21 青儀　早耶 好藤 1ｍ30 11
上砂　明世 三島 13

鬼北町小学校陸上競技大会結果　[開催日：10 ／ 12　会場：鬼北総合公園] 【◎は大会新記録　○は大会タイ記録】
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10
月
15
・
16
日
、
鬼
北
町
秋
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
「
で
ち
こ
ん
か
２
０
０
５
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
の
前
夜
祭
は
生
憎
の
小
雨
模
様

で
ス
タ
ー
ト
。
し
か
し
、
演
奏
が
進
む

に
つ
れ
観
客
や
演
奏
者
の
熱
気
に
お
さ

れ
た
の
か
、
雨
も
止
み
心
地
よ
い
秋
の

夜
と
な
り
ま
し
た
。「
炎
の
祭
典
」
に

は
太
鼓
集
団「
鼓
粋
」（
神
奈
川
県
）、「
山

本
謙
司
（
民
謡
）
＆
澤
田
勝
成
（
三
味

線
）」、太
鼓
集
団
「
天
邪
鬼
」（
東
京
都
）

そ
し
て
わ
が
町
が
誇
る
太
鼓
集
団「
魁
」

が
出
演
し
ま
し
た
。
各
団
体
と
も
見
事

な
演
奏
を
披
露
。
詰
め
か
け
た
約
２
，

０
０
０
人
の
観
衆
は
、
大
地
を
揺
る
が

す
よ
う
な
力
強
い
太
鼓
の
響
き
や
一
糸

乱
れ
ぬ
バ
チ
さ
ば
き
、
三
味
線
と
民
謡

の
競
演
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。

太鼓集団「魁」（鬼北町）

太鼓集団「天邪鬼」（東京都）

太鼓集団「鼓粋」（神奈川県）▲ 山本謙司＆澤田勝成▲
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翌
16
日
の
で
ち
こ
ん
か
当
日
は
、
前
日

と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
突
き
抜
け
る
よ
う

な
秋
空
の
下
、
町
内
外
か
ら
約
３
万
２
千

人
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

奈
良
川
河
川
敷
の
〝
び
っ
く
り
市
〞
で

は
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
80
店
舗
が
軒

を
連
ね
、
特
産
品
や
自
慢
の
品
々
を
Ｐ

Ｒ
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
近
永
小
太
鼓

ク
ラ
ブ
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、
真
美
フ

レ
ッ
シ
ュ
体
操
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ａ　

Ｃ
Ｌ
Ａ

Ｓ
Ｓ
と
広
見
中
学
校
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
広

蓮
」
の
ダ
ン
ス
、
清
水
五
つ
鹿
踊
り
、
日

吉
武
左
衛
門
太
鼓
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

「
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
ズ
」（
宇
和
島
市
）
に

よ
る
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
な
か
、
恒
例
の
モ
チ
ま
き
、
鮎
と
マ
ス
・

ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
、
ジ
ャ
ン
ボ
き
じ

鍋
な
ど
様
々
な
催
し
も
の
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
訪
れ
た
方
々
に
と
っ
て
、
心
に
残
る

楽
し
い
一
日
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

翌
16
日
の
で
ち
こ
ん
か
当
日
は
、
前
日

約2,500食分のジャンボきじ鍋▲

今年も大盛況！鮎とマス・
アマゴのつかみ取り

どのカモが勝つかなー？
がんばって捕ってネ

（加工食品）
最優秀　玄米食パン
北宇和高等学校

（加工食品）
優秀　もちきびアイス
北宇和高等学校

（加工食品）
優秀　米粉ドーナツ
北宇和高等学校

（工芸品）
特別賞　簡易椅子
佐々木國保

特産品開発審査結果

近
永
小
太
鼓
ク
ラ
ブ

武
左
衛
門
太
鼓

五
つ
鹿
踊
り

ダ
ン
ス
！

ダ
ン
ス
！
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　　　　　県立病院は、いつから町立病院になるのですか。

　　　　　 平成18年３月31日までは県立病院として今までどおり運営されますが、平成18年４月１日
から町立病院として再出発します。

～ 地域医療をめざして鬼北町と「旭川荘」がスクラム組む ～

質１

答１

　町では、県から北宇和病院の移譲を受け、町立病院として公設民営方式で運営するため、９月

の町議会の議決を経て、病院の指定管理者（※１）を岡山市の「社会福祉法人旭川荘」に指定し

ました。

　現在、来年４月の町立北宇和病院の開院に向けて、町と指定管理者である「社会福祉法人旭川

荘」と準備を進めていますが、これからの病院の運営についてまとめてみました。

　　　　　県立病院の建物などはどうなるのですか。

　　　　　 現在の病院の敷地、建物及び医療機器などは、県から町が譲渡を受けることになるため、
町の財産になります。

質２

答２

　　　　　病院の名称はどうなるのですか。

　　　　　 住民アンケートで、北宇和病院という名称に、愛着・親しみがあることや広く地域住民に
利用してほしいといった願いの意見が多かったことから、病院の名称は７月の議会臨時会

で「鬼北町立北宇和病院」に決定しました。

質３

答３

　　　　　 現在、診療科は、内科、外科、整形外科、泌尿器科があるのですが、町立にな

るとどうなるのですか。

　　　　　 町立病院では、現在の内科、整形外科、泌尿器科はそのまま存続させ、新たに小児科を設
けることにしています。なお外科は休止することになります。

　　　　　　①高齢化に対応して、「内科」を中心とした診療体制とします。

　　　　　　②「整形外科」は、リハビリを充実します。

　　　　　　③「泌尿器科」は、現在の人工透析治療を継続します。

　　　　　　④新たに「小児科」を設け、旭川荘南愛媛病院と連携して診療を行います。

　　　　　　⑤現在ある外科は、手術に必要な麻酔科医の確保が困難なことなどから当面休止します。

質４

答４

　　　　　救急医療はどうなるのですか。

　　　　　 応急措置的な一次救急は行いますが、手術を必要とするような二次救急は宇和島市内の病
院と連携を図ります。

質５

答５
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　10月４日に鬼北町役場において、来年

４月から北宇和病院の管理運営を任せる

指定管理者に決定した岡山市の「社会福

祉法人旭川荘」の江草理事長に、指定管

理者の指定書を交付しました。

　江草理事長は、「北宇和病院の指定管

理者として、誠実に情熱的に取り組んで

いきたい。」とあいさつされました。

【問合せ先】

　鬼北町役場　保健福祉課　病院開設準備係　☎45－1111（内線620）

〈用語の解説〉

※１　指定管理者　 これまで自治体では、一部の施設の管理運営を公的な団体に委託していました

が、法律の改正により民間団体にも委託することが可能になり、民間団体も公

共サービスを代行できるようになりました。民間のノウハウを活かしたサービ

スの向上や行政コストの縮減が図られることが期待されています。

※２　療養病床　　 慢性疾患やリハビリの治療など長期療養が必要な患者さんのための病床です。

　　　　　病床はどうなるのですか。

　　　　　 現在の病床は一般病床が100床となっていますが、そのうち高齢化に対応した慢性疾患な
どの長期入院に対応できるよう50床程度を療養病床(※2)として整備し、残り50床程度を
一般病床とします。

質６

答６

　　　　　療養病床の整備には、施設の改修が必要になるのではないですか。

　　　　　 病床の面積を広くする必要があるので、県の支援を受けて、今年度と来年度で病棟などの
改修を行う予定です。

質７

答７

　　　　　現在、入院や通院されている患者さんはどうなるのですか。

　　　　　 現在入院されている方は、病棟工事中もそのまま入院できますし、町立病院になってもこ
れまで同様に引き続き入院できます。また、通院されている方もこれまで同様に通院でき

ます。

質８

答８
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☆目　　的 

　この運動は、火災が発生しやすい気候となる時季を迎え

るにあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、もって火

災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減

少させ、財産の損失を防ぐことを目的とします。

☆実施期間
　11月９日㈬から11月15日㈫までの７日間

☆重点目標 

　⑴　住宅防火対策

　　　 　建物火災による死者の９割が住宅火災によるものです。その中で高齢者の割合が約６割をしめ
ています。このため一般住宅において、住宅用火災警報器の設置が義務づけられ、火災を早期に

発見し、住宅火災による死者の減少を図ります。

　⑵　放火火災・連続放火火災予防

　　　 　全国で「放火」による火災は、10年連続して出火原因の第１位となっています。家庭内ではも
ちろんのこと、町内会および住民等が連携をして、放火されない環境づくりに努めましょう。

　⑶　震災時における出火防止対策

　　　 　地震時には使用していた石油ストーブやガスこんろ等の火気使用設備・器具への落下物による
出火、停電していた電力の復電に伴う電気ストーブ等の機器類からの通電火災等が考えられます。

日頃より地震発生時における出火防止対策をたてておきましょう。

平成17年「秋の火災予防運動」実施
全国統一防火標語 『あなたです 火のあるくらしの 見はり役』

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
（住宅火災による死者の発生防止対策）

－３つの習慣・４つの対策－
３つの習慣
 

４つの対策
   ● 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

   ● 寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。

   ● 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。

   ● お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

○寝たばこは、絶対やめる。

 　寝たばこをして眠り始め、
手からポロリと布団に落ち

ると、長い時間くすぶった

状態になり、その後発火す

る危険性があります。寝た

ばこは絶対しないようにし

ましょう

○ ストーブは、燃えやすい

ものから離れた位置で使

用する。

 　カーテンや障子などから
離れたところで使用して、

洗濯物は上方で干さないよ

うにしましょう

○ ガスこんろなどのそばを
離れるときは、必ず火を
消す。
　“ちょっと”だからと言っ
て火を付けたまま用事をし
ない。離れるときは炎を小
さくするだけではだめ、必
ず火を消してからにしま
しょう
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　今月の第四木曜日はアメリカでクリスマスの次

に最も長い連休「サンクス・ギビング」です。日

本の正月のように家族が集まり、親戚や親友を招

待し、たくさんの伝統的な料理を皆で食べながら、

わいわい祝う休日です。学校で知られている感謝

祭の由来は17世紀にイギリス人がアメリカ大陸に
移住した直後、冬場で食べ物が困り、現地先住民

から七面鳥（ターキー）を頂き、厳しい冬を乗り

越えました。翌年の収穫後、イギリス人は感謝の

ため、世話になった先住民に贅沢な宴会を開きま

した。その感謝の気持ちを守り続けるため、1676
年にブラドフォード州知事が初めて感謝祭を正式

的に宣言しました。

　しかし、実際の歴史は学校で知られていること

と全く違います。アメリカの先住民は確かに困っ

た移住者を助けるため、七面鳥と色々な食べ物を

譲りました。そのことは彼らにとって悲劇の始ま

りでした。イギリス人がその七面鳥を頂いて以来、

先住民から農業を学び、数年後やっと自己自立が

できましたが、イギリス人は先住民に対し全く感

謝の気持ちを持ちませんでした。

　ブラドフォード州知事の宣言はその恩返しのこ

とではなく、先住民に対しての開戦宣言でした。

（T
ザ

he F
ファスト

irst T
サンクス・ギビング

hanksgiving P
プロクラメーション

roclamation, 1676年 ６

月20日） 恩返しの代わりに、当時最新の武器を使
い、先住民をずっと暮らしていた土地から追い出

し、奴隷にし、虐殺し、とても残酷的、一方的な

戦争をしました。

　歴史を知らず、繰り返し先住民に悲しい思いを

させた悲劇を、アメリカ人は何百年前から今でも

感謝祭として祝います。

HELLO!HELLO!HELLO!

No.３

「サンクス・ギビング (感謝祭 )の悲劇」

英会話教室・文化交流 参加者募集!
　HI !　トニーです。町民を対象にして英会話教室・文化講座を10月から始めています。参加
してみたい人は、電話にて申し込みください。

共通事項
参　加　者　原則として鬼北町民とします
申込期限　（英会話教室）随時受付。（但し、多数の申込みがあった場合はお断りをいたします。）
　　　　　（文化交流）平成17年11月11日㈮
申　込　先　鬼北町役場　学校教育課　☎45―1111（内線　416）

　
場　所　鬼北町中央公民館
　　　　　２階　視聴覚教室
開催日　平成17年10月12日㈬から
　　　　平成18年３月15日㈬
　　　　 毎週水曜日（11月は２日、９日、

16日です）
時　間　19：00～21：00
内　容　 初級コース（19：00～20：00）、中・

上級コース（20：00 ～ 21：00）
に分けて１時間程度授業しま
す。

会　費　無料

　
～本物の外国料理をつくろうパートⅡ～

場　所　鬼北町中央公民館　２階　調理室
日　時　平成17年11月17日㈭
　　　　　19：00～21：00
内　容　 にんにくと生姜を使った風邪に効く台湾

家庭料理と、台湾文化を紹介します。
会　費　500円程度

～クリスマスコンサート～
場　所　鬼北町近永公民館　２階　講堂
日　時　平成17年12月４日㈰　14：00～17：00
内　容　 クリスマス曲を生演奏しながら、外国人

と触合いクリスマスを共に楽しみます。
会　費　200円程度

英 会 話 教 室 文 化 交 流
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鬼北町地域住宅計画の策定について
　地域における多様な需要に応じた公的賃貸住宅等の整備等に関する特別措置法（平成17年法律第79号）
第６条第１項の規定に基づき、鬼北町では「鬼北町」地域住宅計画を次のとおり策定しました。

１．計画概要流れ図

                                      ↓

                                      ↓

                                      ↓

２．計画の内容（鬼北町地域住宅計画）
　【公営住宅整備事業】
　　☆実施場所：鬼北町大字延川（蚕糸連工場跡地）　　　 ☆整備戸数：町営住宅　12戸（戸建）
　　☆構　　造：木造２階建（戸当り床面積 約80㎡）　　　☆計画期間：平成18年～平成20年
　【用地取得】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合せ先】建設課都市計画管理係
　　公営住宅を整備する用地を取得する。（6,070㎡）　　　　　　　　　　☎45－1111　内線241

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の発行について

健康診断等
日 曜日 対象地区 場　　　所
11. ９ 水 延 川 ・ 久 保 三島公民館
11.10 木 小 松 三島公民館
11.11 金 岩 谷 ・ 上 川 泉公民館
11.20 日 全 地 区 広見保健センター

子宮がん・乳がん（触診法）検診
日 曜日 内　　容 場　　　所
11. ８ 火 子 宮・ 乳 が ん 検 診 広見保健センター
11.16 水 子 宮・ 乳 が ん 検 診 広見保健センター

肺がんＣＴ検診
日 曜日 対象地区 場　　　所
11. ８ 火 日 吉 地 区 日吉保健センター
11.15 火 広 見 地 区 広見保健センター

目　標

・ 若者やＵ･Ｊ･Ｉターン者はもちろん、子どもから高齢者など幅広い世代が安心して暮らせ、多
様なニーズや豊かな自然という当地域の特性に対応した良質で魅力ある木造住宅の整備を図る。
・ 地元の産材を活用し、林業活性・地場産業の振興を図るとともに、地域景観及び住環境の向
上を図る。
・ 老朽化のため住環境の悪化した町営住宅（S40年度以前建設）については入居者との調整を進
め、順次用途廃止を図る。

課　題 耐震・バリアフリー対策、老朽化住宅の居住水準の向上

指　標 良質な木造住宅の建設促進

事　業

公営住宅整備事業（延川地区）
・ 地場産業である林業の振興と快適な住環境の提供を図るため、延川地区に住環境のよい木造
住宅（戸建）の整備を行い、地場産業の活性化、町内定住促進（Ｕ･Ｊ･Ｉターン、若者定住）、
景観の向上を図る。

　国民年金保険料を納付されると、所得税および住民税の申告において全額が「社会保険料控除」の対象
となっており課税対象所得から控除されます。所得税法の一部を改正する法律が平成17年３月31日に可決
成立し、平成17年所得分から、国民年金保険料を社会保険料控除として税務申告する際に、保険料を支払っ
たことを証明する書類（証明書または領収証書）を申告書に添付することが義務付けられました。
　このため、平成17年の年末調整から保険料を支払いした旨を証明する書類が必要になることから、社会
保険庁では「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハガキ様式）を、11月上旬または翌年２月に
お送りすることにしています。
　年末調整又は確定申告の手続きの際には必ずこの証明書や領収証書が必要となりますので、大切に保管
してください。

○11月送付対象者　　　 １月１日から９月30日までの間に国民年金保険料の納付実績がある方
○翌年２月送付対象者　 10月１日から12月31日までの間にその年はじめて国民年金保険料の納付があった方

　国民年金保険料の納め忘れ等により納付が遅れますと、証明額等に記載されない場合があります。この
場合は、領収証書により控除額を自己申告する必要がありますので、国民年金保険料の領収証書は大切に
保管してください。
※なお、年末調整の手続き等については、税務署にご確認ください。
問合せ先　愛媛社会保険事務局宇和島事務所　☎22－5440（代）　鬼北町役場　町民課　保険年金係　☎45－1111（内線214）
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19年産から麦と大豆に対する国の助成制度が変わります

　現在、麦や大豆など品目別に講じられている経営安定対策を見直し、対象を『担い手』に限定した「新たな経
営安定対策」が平成19年産から導入されます。
　『担い手』にならなければ、現在、麦や大豆の生産者手取り額の６～７割を占めている助成金（麦作経営安定資金、
大豆交付金など）が受けられなくなります。

Ｑ　「新たな経営安定対策」の対象となる『担い手』とは？

→ 「新たな経営安定対策」では、以下のいずれかに該当し、
かつ、一定面積以上の経営規模（※）がなければ助成は受け
られません。（※具体的な規模用件は今秋に確定）
　①認定農業者
　②集落営農組織（一定の要件を満たすものに限る）

Ｑ　集落営農組織（一定の条件を満たすものに限る）とは？

→ 小規模な農家の方も、一定の要件を満たす集落営農組織
に参加すれば『担い手』の一員になれます。組織の立ち
上げ時点では、例えば以下の用件を満たす必要がありま
す。
　①組織の規約を作成すること
　②集落営農の口座を設け集落の経理を一括して行うこと

詳しくは中国四国農政局または最寄りの農政事務所、統計・情報センター、県、市町村、農業委員会、ＪＡへお問い合わせ下さい

生
産
者
手
取
り
額

６
〜
７
割

３
〜
４
割

国の助成金

入札価格
( 販売価格 )

・
麦
作
経
営
安
定
資
金

・
大
豆
交
付
金　

な
ど

『担い手』以外の方は、
国の助成金が受けられ
なくなります。{

{ 入札価格
( 販売価格 )

現在 平成19年産から
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大きくなったら　　泉小学校

愛児園竹の子川柳会
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感
じ 

高
２　

日
浅
絵
里
香

人
形
は
何
も
言
わ
ず
な
ぐ
さ
め
る 

中
２　

西
村　

和
希

夜
行
性
ス
イ
ッ
チ
入
り
動
き
出
す 

中
３　

秋
元　

悠
香

愛治俳句会

秋
夕
焼
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
写
し
見
る 

稲
屋　

礼
子

草ぞ
う

履り

編
む
八や

十そ

路じ

の
人
は
み
な
先
生 

伊
原
か
を
る

お
み
く
ぢ
を
萩
に
結
び
し
遍
路
道 

植
田　

絢
子

出
番
無
き
運
動
会
の
長
競
技 

氏
本
佐
喜
恵

秋あ
き

灯
と
も
し

百
姓
に
す
ぐ
睡
魔
来
る 

岡
本　

伸
子

赤
と
ん
ぼ
守
る
人
無
き
墓
増
え
て 

久
保
田　

季

木も
く
せ
い犀
の
香
に
横
切
ら
る
夜
の
道 

久
保
田　

豊

台
風
を
土
間
に
と
避
け
し
ち
ち
ろ
虫 

佐
々
木
宗
夫

跳
ね
る
脚
と
れ
て
這
ひ
出
す
ち
ち
ろ
虫 

芝　

み
さ
え

押
し
の
手
で
女
児
が
勝
ち
抜
く
草
相
撲 

末
広
み
や
子

枯か
れ

蟷と
う
ろ
う螂
猫
の
手
玉
に
鎌
を
上
ぐ 

中
尾
は
る
み

た
っ
た
今
落
ち
た
ば
か
り
の
栗
拾
ふ 

藤
川　

清
子

柔
ら
か
く
闇
を
招
い
て
踊
る
か
な 

久
保
田
由
布
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近永地区
（さくら保育所）

ま ち の う ご き

人口  9月 30日現在（　）は前月比  

　総　数　　　12,745 人 (－19） 
　男　性　　　  5,947 人 (－  6) 
　女　性　　　  6,798 人 (－13）
　世帯数　　　  5,128 世帯 (　  4）

      

おじいちゃん

おじいちゃんといっしょのお出かけ楽

しいよ！

また、いっしょに買い物に行こうね！

おじいちゃんといっしょ

おばあちゃんといっしょ

お孫さん　　　坂本　奈
な な

々ちゃん
おじいちゃん　坂本　巻男さん

お孫さん　　　高田　惇
じゅんな

菜ちゃん

おばあちゃん　高田　宣子さん

街角ギャラリー「なんでも館」　案内板

フジカルチャー
「気楽にトライ！油絵・水彩教室」作品展

兵頭未希子（宇和島市三間町）
10月25日㈫～11月13日㈰

「創　　美」
（茜会　押花絵画展）

代表　杉本喜久子（松野町）
11月15日㈫～12月４日㈰

開館時間　10：00～ 17：00　　　休館日　月曜日
場　　所　近永南町バス停前　　  入館料　無　料
昼休時間　13：00～ 14：00（この間は入館できません）
　あなたの作品も展示してみませんか？
問合せ先　広見町商工会　☎45－0813

おばあちゃん

千葉のおじいちゃんのところに行くの

楽しみだね！

飛行機に乗るのも楽しいよ！

早く行きたいなあ

☆きほく秋の大収穫まつり☆
～秋の味、そろってます！～

　11月３日（文化の日）日吉夢産地で“きほく秋の大収
穫まつり”を開催します。楽しいゲームやイベント、美
味しい秋の味覚満載の楽しいおまつりです。ご家族揃っ
て来てくださいね！

日　　時　平成17年11月３日㈭　9：00～ 16：00
場　　所　日吉夢産地

開催内容
★クイズ（ユズタワー数当て、米の品種当て、新米重量当て）
★ゲーム（ユズ早絞り、クリ拾い、野菜釣り、うどん早食い）
★愛治ちんどんクラブ ★こども相撲甚句 ★太鼓集団「魁」
★ 食べ物広場（しし鍋、きじ鍋、雑穀おにぎり、ユズ風
味うどん他）★特産品販売 ★もちまき（16：00～）他



近
永
愛
児
園
へ

●
眞
田　

佳
勲
さ
ん
（
滋
賀
県
）

●
県
理
容
生
活
同
業
組
合

●
内
升　
　

徹
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

●
宮
崎　

文
尾
さ
ん
（
近
永
）

●
岩
本
ア
キ
子
さ
ん
（
出
目
）

●
宇
和
島
北
宇
和
Ｖ
Ｙ
Ｓ
連
絡
協
議
会

●
梶
原　

博
臣
さ
ん
（
近
永
）

広
見
広
楽
荘
へ

●
宇
和
島
漁
協
連
絡
協
議
会

●
乳
児
院
・
愛
児
園
の
み
な
さ
ん

●
果
樹
試
験
場
鬼
北
分
場

●
岩
本
ア
キ
子
さ
ん
（
出
目
）

●
池
田　

満
穂
さ
ん
（
北
海
道
）

ひ
ろ
み
奈
良
の
里
へ

●
退
職
女
教
師
の
会

●
宇
和
島
漁
協
連
絡
協
議
会

●
さ
く
ら
保
育
所
園
児
の
み
な
さ
ん

●
ゆ
り
の
会

●
松
田　

公
代
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

●
津
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
（
宇
和
島
市
）

鬼
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
河
添　

富
男
さ
ん
（
国
遠
）

11/  3㈭　きほく秋の大収穫まつり

 　　    日吉夢産地

　　　　　　9:00 ～ 16:00

　　4㈮　ペットボトル回収日

 　　   （近永・泉地区）

　　6㈰　第 1回鬼北芸能まつり

 　  　  広見体育センター

　　　　　　12:00 ～

　   10 ㈭　犬・ねこ引取日

 　　    環境衛生課・愛治・

 　　    三島連絡所・日吉支所

   　ペットボトル回収日

 　　    （日吉地区）

　   11 ㈮　ペットボトル回収日

 　  　  （好藤・愛治・三島地区）

　   12 ㈯　古紙・ダンボール回収日

 　  　  （泉地区）

　   17 ㈭　犬・ねこ引取日

 　　    環境衛生課・愛治・

 　　    三島連絡所・日吉支所

　   18 ㈮　ペットボトル回収日

 　  　  （近永・泉地区）

 　    人権・行政・心配ごと相

談（無料）広見地区

 　    10:00 ～ 15:00

 　    鬼北町総合福祉センター

 　     行政・心配ごと相談（無

料）日吉地区

    　　行政相談 9:00～15:00

  　  心配事相談 9:00～12:00

 　    日吉住民センター

　   24 ㈭　犬・ねこ引取日

 　  　 環境衛生課・愛治・

 　  　 三島連絡所・日吉支所

   ペットボトル回収日

 　  　 （日吉地区）

　   25 ㈮　ペットボトル回収日

 　  　（好藤・愛治・三島地区）

　   26 ㈯　古紙・ダンボール回収日

 　  　（三島・日吉地区）

　   30 ㈬　町税等納期限

 　  　 国民健康保険税 第 5期

 　  　 介護保険料 第 5期

12/  1 ㈭　犬・ねこ引取日

 　　    環境衛生課・愛治・

 　　   三島連絡所・日吉支所

      　　　　ペットボトル回収日

 　　    （日吉地区）

12/  2 ㈮　ペットボトル回収日

 　  　  （近永・泉地区）

12/  8 ㈭　犬・ねこ引取日

 　　    環境衛生課・愛治・

 　　   三島連絡所・日吉支所

     　　　　ペットボトル回収日

 　　    （日吉地区）

12/  9 ㈮　ペットボトル回収日

 　　   （好藤・愛治・三島地区）

12/10㈯　古紙・ダンボール回収日

 　　   （近永地区）

11 月 町 民 カ レ ン ダ ー

　　　　休日当番医

広報きほく11月号 No.011

11月３日　宇和島市三間町　ふじいし医院
　　　　　　　　　（☎58-4901）  

11月６日　宇和島市三間町　松崎クリニック
　　　　　　　　　（☎58-4828）  

11月13日　宇和島市吉田町　岩村外科胃腸科
　　　　　　　　　（☎52-3111）  

11月20日　宇和島市吉田町　薬師寺内科
　　　　　　　　　（☎52-0520）

11月23日　宇和島市吉田町　鈴木外科
　　　　　　　　　（☎52-0104）  

11月27日　宇和島市吉田町　水谷医院
　　　　　　　　　（☎52-0144）  

12月４日　宇和島市吉田町　橋本内科クリニック
　　　　　　　　　（☎52-0808）  

12月11日　宇和島市吉田町　溜尾整形外科医院
　　　　　　　　　（☎52-0520）

12月18日　宇和島市津島町　阿部医院
　　　　　　　　　（☎32-2616）  

発　行　日　　平成17年11月１日
編集・発行　　鬼北町総務課
　　　　　　〒798－1395
　　　　　　愛媛県北宇和郡
　　　　　　鬼北町大字近永800－１
　　　　　　TEL（0895）45－1111
　　　　　　FAX（0895）45－1119
ホームページアドレス
　http://www.town.kihoku.ehime.jp/

　

今
年
も
10
月
15
・
16
日
と
、
鬼

北
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
で
ち
こ

ん
か
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
の
前
夜
祭
は
小
雨
模
様

の
生
憎
の
天
気
と
な
り
ま
し
た

が
、
16
日
は
抜
け
る
よ
う
な
青
空

と
汗
ば
む
よ
う
な
天
候
に
恵
ま

れ
、
最
高
の
気
分
で
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
場
者
は
約
３
万
５
千
人
、
テ
ン

ト
間
を
行
き
交
う
人
々
や
、
鮎
・

マ
ス
つ
か
み
に
参
加
し
た
人
の

数
を
見
る
と
、
も
っ
と
来
て
い
た

の
で
は
？　

と
感
じ
ま
し
た
。

　

旧
広
見
町
で
、
平
成
６
年
に

ス
タ
ー
ト
し
た
「
で
ち
こ
ん
か
」。

今
年
か
ら
は
「
鬼
北
町
」
の
「
で

ち
こ
ん
か
」
と
し
て
再
出
発
で

す
。
気
分
一
新
、
新
た
な
「
で
ち

こ
ん
か
」
を
創
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

●
伊
井　

博
志
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

●
山
中
日
出
夫
さ
ん
（
延
川
）

●
岡
本　

正
徳
さ
ん
（
上
川
）

●
西
高　
　

昇
さ
ん
（
延
川
）

●
富
永
ミ
ツ
エ
さ
ん
（
父
野
川
上
）

町
内
小
中
学
校
へ

●
株
式
会
社
愛
媛
銀
行

　
　

頭
取　

中
山
紘
治
郎
さ
ん

愛
治
小
学
校
へ

●
松
浦　
　

亀
さ
ん
（
大
宿
）

近
永
小
学
校
へ

●
二
宮　
　

崇
さ
ん
（
近
永
）

●
上
甲　

富
男
さ
ん
（
国
遠
）

広
報
活
動
へ

●
白
敷
フ
サ
子
さ
ん
（
西
予
市
）

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
き
ほ
く
10
月
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

Ｐ
10　

鬼
北
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
２
０
０
５

誤　

 

ペ
タ
ン
ク　

1
・
2
位
グ
ル
ー
プ

優
勝　

会
長
チ
ー
ム　

準
優
勝　

音
地
チ
ー
ム

正　

 

ペ
タ
ン
ク　

1
・
2
位
グ
ル
ー
プ

優
勝　

音
地
チ
ー
ム　

準
優
勝　

会
長
チ
ー
ム

以
上
、
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（　　　　　　　　）


